


























参加者 ［発言順（初出）］
司会 木戸能史 （育英高専） 山崎 誠 （長岡高専）
委員 室賀進也 （群馬高専） 吉村公男 （明石高専）

堀内征治 （長野高専） 赤尾不二雄 （呉高専）
松澤照男 （北陸先端大） 柴田博司 （富山商船高専）
伊原充博 （都立高専） 重村哲至 （徳山高専）
佐藤次男 （宮城高専） 佐藤秀一 （長岡高専）
湯田幸八 （東京高専） 吉村 晉 （都立航空高専）
安東祐一 （大阪府立高専） 高橋参吉 （大阪府立高専）
田辺正実 （熊本電波高専） 津曲 潮 （デザインオートメーション(株)）
桑原裕史 （鈴鹿高専） 久保愼一 （ネクストウェア(株)）

お断り：初めに実行委員相互の呼称について先生と呼ぶのもどうかと思いましたが、これは「尊称」としてではな
く「通称」として使わせて頂いております。また校正は致しましたが敬称、年号等、互いの記憶で話しております
ので、ときには記憶違いなど整合性がありませんがご了解ください。文中にプロコンに関わった多くの方々のお名
前が登場していますが、すべての方を網羅することはできませんので、もれた方もあるかもしれませんが、どうか
お許し下さい。また前後の文脈をはしょったことで文意が正しく伝わらず、誤解やあるいは不快に思われる個所も
あるかもしれませんが、どうか私たち実行委員の情熱に免じてご容赦ください。





●●● 関連記事一覧 ●●●

＜＜ お断り ＞＞

１０周年記念誌（冊子版）では下記の広報誌・新聞に掲載された記事の内容が紹介されてい
ますが、 HTML 文書では画面解像度の都合上、うまく表現できないものが多くあったため、
ここでは具体的な記事の掲載は断念いたしました。

【掲載広報誌一覧】

1991.3.1 長野高専 電子計算機センター年報第5号
1990.12.15 函館高専学校だより
1991.10.1 小山高専だより
1991.12.16 長野高専 学園だより
1992.12.16 長野高専 学園だより
1994.3.1 長野高専 学園だより
1994.3.1 長野高専 学園だより
1994.12.15 長野高専 学園だより
1995.8.1 広島商船高専 学校だより
1995.12.18 長野高専 学園だより
1994.12.22 富山商船高専 うみ
1996.2.1 小山高専だより
1996.2.15 秋田高専 学校だより
1996.3.15 宮城高専 愛島通信
1996.12.17 長野高専 学園だより
1997.12.1 小山高専だより
1996.12.20 北九州高専 志遠
1997.3.3 長野高専 学園だより
1997.9.1 小山高専だより
1997.12.1 小山高専だより
1997.12.7 長野高専 学園だより
1998.4.30 長野高専 学園だより
1998.9.1 小山高専だより
1998.12.1 小山高専だより
1998.12.17 長野高専 学園だより
1999.1. 全船協
1999.9.1 小山高専だより
1999.12.1 小山高専だより
1999.12.1 大分高専 明野通信
1999.12.14 長野高専 学園だより
1999.12.15 函館高専 学校だより
2000.2.21 徳山高専だより

【掲載新聞記事一覧 】

1990.11.07 北海道新聞 函館高専
1990.11.25 北海道新聞 函館高専
1992.11.06 京都新聞 舞鶴高専
1993.11.12 朝日新聞 長野高専
1993.11.13 朝日新聞 長野高専
1993.11.18 信濃毎日新聞 長野高専
1993.11.21 朝日新聞 第4回プログラミングコンテスト
1993.11.22 朝日新聞 長野高専



1993.11.30 京都新聞 舞鶴高専
1993.12.01 毎日新聞 舞鶴高専
1993.12.12 朝日中学生ウィークリー 長野高専
1994.10.10 朝日新聞 第5回プログラミングコンテスト
1994.10.10 北日本新聞 富山商船高専
1994.10.13 信濃毎日新聞 長野高専
1994.10.17 朝日新聞 長野高専
1994.10.19 京都新聞 舞鶴高専
1995.10.01 毎日新聞 第6回プログラミングコンテスト
1995.10.02 朝日新聞 函館高専
1995.10.02 北海道新聞 第6回プログラミングコンテスト
1995.10.05 信濃毎日新聞 長野高専
1995.10.10 朝日新聞 長野高専
1995.10.14 愛媛新聞 弓削商船高専
1995.11.14 秋田魁新報新聞 秋田高専
1995.12.23 週刊長野 長野高専
1996.01.27 週刊長野 長野高専
1996.11.10 読売新聞 第7回プログラミングコンテスト
1996.11.10 朝日新聞 第7回プログラミングコンテスト
1996.11.14 信濃毎日新聞 長野高専
1997.07.31 朝日新聞 工学教育賞
1997.08.19 日本経済新聞 工学教育賞
1997.10.15 朝日新聞 第8回プログラミングコンテスト
1997.10.18 日本経済新聞 長野高専
1997.10.21 信濃毎日新聞 長野高専
1997.10.24 北海道新聞 札幌市立高専
1997.10.25 信濃毎日新聞 長野高専
1997.10.26 朝日新聞 長野高専
1998.10.05 神戸新聞 第9回プログラミングコンテスト
1998.10.10 信濃毎日新聞 長野高専
1998.10.21 読売新聞 弓削商船高専
1998.11.19 朝日新聞 長野高専
1999.10.09 長野市民新聞 長野高専
1999.10.13 信濃毎日新聞 長野高専
1999.10.16 北海道新聞 函館高専
1999.10.21 信濃毎日新聞 長野高専
1999.10.25 信濃毎日新聞 長野高専
1999.10.26 朝日新聞 長野高専
1999.11.16 日刊新周南新聞 徳山高専
1999.12.29 朝日新聞 長野高専



投稿論文一覧
全国高専プログラミングコンテスト投稿論文、雑誌記事題目一覧

工藤圭章、野島敬一郎、伊藤直人、北原紀之、桑原裕史、瀬戸幸作、堀内征治、松沢昭男：全国高
等専門学校第1回プログラミングコンテスト。高専教育第15号，pp.202～212（1992.2）

畑中諭志、佐々木稔、小島克哉、嶋田卓哉、芦田宏之、戸田尚宏：パソコンによる鳥瞰立体動画シ
ステムPhantom Vision。舞鶴工業高等専門学校情報処理教育と研究の現状
第21号、pp.40～48（1993.2）

小平荘一、加山真一、堀内征治、堀内泰輔：CAIソフト作成用言語の開発と音とフーリエ変換学習
用CAIの作成。パソコンリテラシ第18巻２号、（社）パーソナルコンピュータユーザ利用協
会、pp.47～53（1993.2）

堀内征治、吉澤克明：User Interview。Circle No.45、ワコム、pp.8～10（1994.3） 

中西巧、縣亮慶、谷口雄一郎、村岡智則、森田大輔：愛玩動物育成シミュレーションシステ
ムCacklePet。舞鶴工業高等専門学校情報処理教育と研究の現状第22号、pp.82～94（1994.3） 

堀内征治：プログラミングコンテストと情報処理教育。情報処理学会研究報告94-CE-
33。pp.9～16（1994.7） 

堀内征治：独創性を育むための情報処理教育の一試行。電子情報通信学会技術研究報告ET-45-
60、pp.99～06（1994.7） 

堀内征治、松沢照男、桑原裕史．プログラミングコンテストの実績と展望。高等専門学校情報処理
教育研究発表会論文集第14号、pp.87～90（1994.7） 

土井滋貴：全国高等専門学校第5回プログラミングコンテストについて。奈良工業高等専門学校電
子計算機室広報第14号、p.35（1994） 

中西巧、谷口雄一郎、池野英利：Performer! ーコンピュタによるあやつり人形の制御ー：舞鶴工業
高等専門学校情報科学センター年報第23号、pp.27～31（1995.3） 

堀内征治：プログラミングコンテストとは。エレクトロニクスライフ、NHK出
版、755号、pp.91～92（1995.7） 

滝脇正夫、本郷俊行、山口浩司、諸沢将史、土屋知穂、山口晃史：いそげ!!ハリー。エレクトロニ
クスライフ、NHK出版、755号、pp.93～106（1995.7） 

井出成教、加藤慎、樋口高志、堀内征治：ペン入力音楽情報ソフト。エレクトロニクスライ



フ、NHK出版、756号、pp.99～106（1995.8） 

中西巧、谷口雄一郎、池野英利：Perormer!。エレクトロニクスライフ、NHK出
版、757号、pp.96～102（1995.9） 

宮原理、足立栄輔、大石浩司、柳原昌輝：求積プログラムZOOM。エレクトロニクスライ
フ、NHK出版、762号、pp.69～78（1996.2） 

中住祐子、柏原美香、田原正信：レーだ映像の３次元表示システム。エレクトロニクスライ
フ、NHK出版、762号、pp.91～97（1996.2） 

菅原健一、大橋貴博、大友邦晃、佐藤次男：熱血!!通信甲子園：エレクトロニクスライフ、NHK出
版、762号、pp.98～106（1996.2） 

安島克憲、松澤彰、堀内征治：「魅せます!大江戸花火職人」打ち上げ花火シミュレータ：エレクト
ロニクスライフ、NHK出版、763号、pp.91～98（1996.3） 

下館徳幸、川合秀樹、佐藤弘明、石井良博、森田孝他：彫る造くん：エレクトロニクスライ
フ、NHK出版、763号、pp.99～106（1996.3） 

丸木勇治：プログラミングコンテスト。大分工業高等専門学校情報処理教育センター広報
第8号、pp.58～60（1996.3） 

Hiroshi ICHIMURA, Seiji HORIUCHI, Kouhachi YUDA, Masato SUZUKI, Seijiro OBATA: A Study of
Multimedia-assisted Educational for Learners’ Creativity. Proceeding of the 8th Internatinal PEG Conference,
pp.218～224（1997.8） 

堀内征治、松沢照男、桑原裕史、北原紀之：独創性・創造性の育成を目指した情報処理教
育。(社)日本工学教育協会平成9年度工学・工業教育講演会講演論文集，pp.77～80（1997.8）

堀内征治：独創性・柔軟性の育成教育の実践と今後の展望。長野工業高等専門学校紀
要31号、pp.165～170（1997.12） 

丸木勇治：第8回プログラミングコンテスト。大分工業高等専門学校情報処理教育センター広報
第9号、pp.39～41（1998.3） 

堀内征治：若い力。財団法人全国環境衛星営業指導センター「環衛ジャーナ
ル」303号、pp.22～24（1998.5） 

堀内征治：夢をかたちに。財団法人全国環境衛星営業指導センター「環衛ジャーナ
ル」304号、pp.22～24（1998.7） 

浅黄谷剛寛、堀内征治他：こんな授業をやっています。高等専門学校授業研究会（1998.12） 



藤井諭、岩田淳、服部真弓：WWWを用いた英語学習支援システムの開発と授業による評価。電子
情報通信学会信学技報、ET98-104。pp.89～96（1998） 

中川正樹、堀内征治他：二十一世紀 豊かな情報化社会の実現を願って。情報処理学会情報処理教育
委員会編（1999.3）

桑原裕史他：10回を迎えたプログラミングコンテスト。高等専門学校情報処理教育研究発表会論文
集第19号、pp.119～121（1999.8） 

藤井諭、岩田淳、服部真弓：英語学習支援システムWEB-CALLの開発と授業による運用評価。情報
処理学会DICOMO’99シンポジウム論文集、ET98-104。pp.559～564（1999） 

堀内征治：プログラミングコンテストを通しての創造性育成教育。平成12年度工学教育連合講演会
講演論文集、日本工学教育協会、pp.63～68（2000.5） 

堀内征治：ソフトウェア開発における創造性育成教育の実践。パソコンリテラシ第25巻第7号、パ
ーソナルコンピュータユーザ利用技術協会、pp.33～39（2000.7）

大岩元：高等教育機関における情報教育。教育システム情報学会誌Vol.17No.2、教育システム情報
学会、pp.110～113（2000.7） 

Fujii,S and Iwata,J. :”Web-CALL” A language learning support system using Internet. IEEE Computer
Society ICPADS2000, NGITA Workshop, pp.326～331（2000）



編集後記

プロコン10周年の記念誌発刊の纏め役を仰せつかり、不慣れで不器用なア
プローチでしたが、こうしてお手元にお届けできることができて、大きな
感動を覚えています。本文の中でも、多くの方がそれぞれのお立場で謝辞
を述べられていらっしゃいますが、プロコンは実に沢山の人々に支えら
れ、育てられてきたことが実感できる仕事でした。このような意義ある編
集をお任せ下さった現実行委員長勝山鈴鹿高専校長はじめ実行委員会の皆
様に心から感謝申し上げます。

短時間にもかかわらず、心のこもった原稿をお寄せいただいた皆様、貴重
な資料をご提供いただいた皆様には、ことのほか深謝の意を表させていた
だきます。ご都合があって一部ご寄稿いただけなかった方もいらっしゃい
ましたが、10年の歴史を感じるに余りあるご寄稿に感激しております。あ
りがとうございました。資料の収集にあたりましては、全国すべての高専
にお声がけをし、予想以上の提供をいただきました。ご事情で今回公開で
きなかったものがあるかもしれませんが、プロコンの足跡を客観的にたど
ることができ、これについても感謝しています。ただし、ご提供資料の中
には、一部不適当と思われるものもあり、当方で控えさせていただいたも
のもあります。付記してお詫び申し上げます。

編集に当たっては、３名の編集委員が時には夜を徹し、終盤にはホテルに
缶詰になって進めてまいりました。一生懸命に尽力したつもりですが、不手際も多々あろうかと思いま
す。ご寛容のほどお願い申し上げます。
おわりに、編集製作にあたって種々ご示唆いただいたコロニー印刷の市川氏、校正作業に多大な時間を
割いていただいた、津曲さん、久保さんに御礼申し上げます。

［編集委員会委員長 堀内征治@長野高専］

伊原マジックの被害者？ である一人として…、その「喜び」を噛み締めている今日この頃です。先日来
自宅で深夜に記念誌の資料や座談会の編集をしていると…、家内が「最近どうしてそんなに働いている
の？」と怪訝そうな顔で問い掛ける日々でした。メール座談会なんて自分で提案してドツボにはまり、
「私の足跡はなかったことに…」という返信が続出することに怖れ、でもその心地よいこの仕事も高原
の風さわやかな長野の地で一段落、ほっとしています。あとは校正漏れが…「私の名前が違うじゃない
か」とか「こんな風に編集して、もう」とか責めさいなまれる悪夢が正夢にならないことを祈りつつ…

［編集委員 木戸能史＠育英高専］

私の専門が建築ですので、画像に強かろうということで、グラビアと表紙の仕事を仰せつかりました。
グラビアは、回によって写真数の多少もありましたので、年度毎ではなく項目ごとに纏めさせていただ
きました。本選を中心に当日の生き生きとした雰囲気が伝わるように努力したつもりです。紙面の都合
から、協賛企業や大会役員の方々、予選や実行委員会会議の様子、開催校での沢山の作業、テレフォン
カード・ちらし等のドキュメントなど多くの写真を割愛させていただいたことをお許しください。第８
回から実行委員に参加させていただいていますが、この10年間にプロコンが実施してきた内容は本当に
膨大なものであることを実感させられた作業でした。

［編集委員 吉村公男＠明石高専］

はじめに、１０周年記念誌のＣＤ化にあたってはコロニー印刷の市川氏に素材提供を賜りましたこと、



厚くお礼申し上げます。何の因果かわかりませんが、第１０回から予選でＣＤが使用されることにな
り、そのときにその製作を担当したのが不幸？の始まりだったのか、今回、記念誌のHTML化の作業を担
当することになりました。誠に申し訳ない話ですが、種々雑多な仕事をこなす中で、ほとんど手間暇を
掛けずに（簡単に言えば手抜きで？）作業を進めた関係上、見栄えも芳しくなく、しかもリンクミス等
のチェックも十分にできていません。したがって、私の腹の中ではこのＣＤはお試し版ということで、
後日、ムービー等を含めた正式版をリリースしたいと考えております。

［ＣＤ作製担当 赤尾不二雄＠呉高専］







【画像をクリックすると大きなイメージがごらん頂けます】

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回

第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回







































































































 



 



 



 





司会：

プロコン10年を記念してその歩みに関わられた諸先生方にまずプロコン以前の情報処理教育
黎明期からお話を伺います。たしか高専では昭和40年代後半から電子計算機教育が開始さ
れ、記憶違いでなければ高専の情報教育は群馬と沼津にOKITAC4500（当時3200万）が導
入…で16ビット中型汎用機でスタートしたのが始まりだと思いますが…。
それから後に現在の専情委の前身、専情協が昭和51年に発足、これに関わった情報処理教育
の先駆者である先生方の中から有志により10年前（平成２年）にこの第１回プロコンが開催
されたと聞き及びます。群馬と名前がでたところで、当時の専情協の中でどのような経緯で
プロコンが企画されたのか室賀先生から口火を切っていただきます。ちょうど今年の専情委
でお忙しいことと思いますがよろしく…。私はきっと当時の専情協会議後の飲み会から話が
始まったと想像しています（^_^）。

室賀：

最近とみに記憶力が減退して来ていますので、10年前の専情協議事録の中をあちらこちら探
しながら思い出しています。専情協は当時の文部省技術教育課の指導により本省の会議室
で、本省の事務官も出席して出来たのです。
さてプロコンですが、昭和62～63年の関東信越地区専情協の集まりだったと思いますが、
・学生の学習意欲向上の方策について
・高専像アピールのための当協議会ができる施策に
ついて
という議題の中で、堀内先生がプログラミングコンテストをやろうと提案され、先生ご自身
がたたき台を作ったのです。これを基にまず関東信越地区内でテスト的に行い、その結果を
全国の専情協常任委員会に持って行こうという計画だったのですが、当時の国専協事務局長
の朝日さんが、「はじめから全国規模でやったらどうか」と話されたので、平成元年８月に
苫小牧で行われました専情協の常任委員会に堀内先生が協議題として出され、少し遅れても
最初から全国規模で行おうということになったのです。平成元年秋には、コンテスト実施に
ついてのアンケートを全高専に対して行っています。その結果は、否定的な意見もありまし
たが、ほとんどの高専から賛成という前向きな回答が寄せられました。

堀内：

そうなんです。朝日国専協事務局長（当時）が長野高専に来られたのが平成元年の６月30日
でした。このあたりについては、「プロコンの夜明け」という私の拙文に記してあります。
本校の「電子計算機センター年報５号」に掲載してありますので、参考にしていただけると
思います。
８月の苫小牧での会議は印象的でした。私が提案したコンテスト案に対して、最初は反対ム
ードが強かったのです。それを強力に後押ししてくれた若手（当時!!!）委員がいたのです。
松澤先生、桑原先生、北原先生（舞鶴）がその先鋒だったと記憶しています。
平成２年３月の専情協の常任委員会で、プロコン実行委員会が結成されました。スタート時
は、野島（沼津)、瀬戸（和歌山)、松澤、桑原、堀内の５名でこれに事務局として神津さん、
畠山さん（当時神津システム設計）が加わりました。それから協賛回りがはじまり、６
社1200万円を獲得しました。メーカーが４社、あとはアスキーと神津システム設計事務所で
す。今とは全く違った協賛獲得のしかたでしたね。このころ、正式な実行委員体制の模索が
はじまり、工藤親分（工藤沼津高専校長)を担ぎ出すことになるのです。

司会：

コンピュータ教育がスタートしたのが昭和40年代半ば、専情協の発足が昭和51年そしてプロ
コンの発足が平成２年、それから10年を経て現在に至っているわけですが、およそ10年ごと
に新しい動きがありますね。象徴的な感じがします。ところで松澤先生にそのころのお話い
かがでしょう。



松澤：

私は資料をほとんど喪失していて、記憶に頼ってお話しますので間違っていたらごめんなさ
い。たしか「高専教育」の何号かに、この辺りの報告があるはずで…（それさえ手元にあり
ません）。ですが、公式の見解よりも裏話の方が楽しいと思いますので、記録されていない
ものを記憶にたよってお話ししてみたいと思います。
工藤校長を担ぎ出した経緯について書いて見ましょう。その前後の背景は次のようになって
おりました。
1. 沼津高専では４月から新しい校長を迎えることになっていること。
2. 専情委の会長校が群馬から沼津に変わることなっていること。
3. ２年交代制ですから、当時、長年センター長を努められた野島先生が、センターから離れ
られ、私がセンター長代行（代行と言っても長のいない代行）になっていたこと。
4. 前年の８月の専情委で「プロコン開催」が決定され、3月の専情委では実行委員が選出され
ていたこと。

このような背景で、新しい校長として工藤校長を迎えることになったのです。話は横道にそ
れますが、４月の最初の総務委員会（当時沼津高専での校長、主事、主任クラスの会議で、
センター長代行の私も参加しておりました）で、確か予算関係の審議が行なわれ、工藤校長
がある決定をなされました。それに対して後日私が校長に意見を申し上げる羽目になり、単
独校長室へ乗り込み、前回の委員会の決定は沼津高専のこれまでの経緯を考慮されておられ
ないので、しかるべき処置を取って頂きたい旨申し入れをしました。もちろん、工藤校長と
はそれまで個人的に話をしたことはありませんでしたので、かなり緊張してお話をした記憶
があります。ご存知のように「紳士的」な工藤校長は、私の申し入れを静かにお聞きになり
ました。その後事務長などにお聞きになり適切な処置をして頂いた記憶があります。もちろ
ん、次の委員会で修正の決定がなされたと記憶しております。 
さて本題に戻ります、工藤校長のプロ
コンへの担ぎ出しの件ですが、上の一
件から、私自身が工藤校長のお人柄を
知ることになり、この問題への対処の
方向が見えてきました。そこで、
1. 専情委の会長校は２年交代で沼津が
当番である。
2. プロコンの開催は群馬高専が当番の
ときに決まったことであり、責任は群
馬高専にあるが、開催は沼津高専がしなければならない。
ということから、これまでの高専教育の経緯があり、決定されたことに議論の余地がないこ
とでおし通そうと考えました。校長室での説明で、工藤校長からみると何がどのようになっ
ているか十分にお分かりにならずに、経緯を説明され追認せざるを得なかったと思います。
次に体制の問題ですが、
1. 専情委の会長については、センター長代行の私で は荷が重いので長年センター長をお努め
なった野
島先生にお願いしたい。
２. プロコンについては、工藤校長に実行委員長になって頂きたい、これも３月の専情委で決
定した
ことである旨申し上げました（ここまで決定したかどうか記憶にありません）。
３. 副実行委員長として 野島先生にお願いしたい。
とし、これも結果的に追認して頂くことになりました。これでようやく第１回プロコンの実
行委員長、副実行委員長の体制が固まりました。
後日談になりますが、工藤校長から宴会の席で何度もお聞きになったと思いますが、「松澤
にしてやられた」という言葉の背景は、ざっとこんなところでしょうか。

司会：

物事を始めるときの苦労は一方ならぬものがありますが、さすが策士というか…このイベン
トを始められた先生方のご苦労が身にしみます。特に上司である校長の理解を得るというの
はいつの時代でも大変なことですよね…(^_^)
最初の京都、大分、仙台の三大会は今の話の事情からおわかりのように実行委員会が主体と



なって開催したわけですが、それに当たっての準備の苦労、大会でのハプニングなど伊原先
生思い出を…。

伊原：

私がプログラミングコンテストの実行委員に誘われたのは９年前、第２回のプロコンの準備
段階に入っていた、たぶん４月頃かと思います。松澤委員（当時沼津、現北陸先端大で審査
委員）、堀内委員（長野）から「とりあえず何もしなくてよいから」と誘いをうけて、よく
わからぬうちにOKをしていました。しかし、なんと「とりあえず」の期間の短かったこと
か。

司会：

誰かと同じじゃあないですか…先輩のしたことは後輩に…そして、そのまた後輩に続くわけ
ですネ。

伊原：

えーーー（絶句）、当時は実行委員の数も少なく１人で何役もこなさなくてはならなかった
のです。実行委員になって丸９年を経過したわけですが、この間ほとんどプロコンの財務
（プロコンでは協賛金集めと予算、決算にかかわる部分を財務と呼んでいます）にかかわっ
てきました。この辺でプロコンがどうして運営されてきたかを財務方面から話してみたいと
思います。
プロコンは、大会により異なりますが、ほぼ2000～2400万円程度の経費で運営されてきまし
た。これらは全て協賛企業の協賛金でまかなってきたものです。これら協賛の依頼は実行委
員が手分けして行ってきました。しかし時代の変化と共に、今では企業としてプロコンのよ
うなイベントに協賛するということが、かなり難しくなってきたようです。そのような状況
の中でも、プロコンがなんとか協賛金を集めて運営できてきたのは、実は日本パーソナルコ
ンピュータソフトウェア協会（以下パソ協と略す）の清水専務理事（当時、現名誉顧問）と
財務担当実行委員の連携プレーがあったのです。
第１回のプロコンは６社の協賛金1200万円で運営されたそうです。実際は赤字であったと聞
いています。私もプロコン財務に関連して９年、どうやったら協賛金を集められるかという
ことが少しわかってきました。しかし、何もないところからプロコンを企画し、企業に依頼
して協賛金を集めた第１回の実行委員の創造力と実行力は、仲間とはいえ「すごい！」と思
っています。私が途中から実行委員として参加した第２回大分大会の協賛金集めは、第１回
の実績もあり順調に進んでいたように思います。私も第１回からの実行委員について何社か
に協賛依頼に行きました。ほぼ1800万円の協賛金が集まって、第１回の赤字を埋めることも
できました。しかし第３回仙台大会から少し事情が変わってきました。協賛金集めは順調だ
ったのですが、参加校の増加もあり経費が増えて、約130万円の大赤字となってしまったわけ
です。

司会：

その点は毎回かもしれませんね。それがどうなったかは後ほどにして宮城の佐藤（次）先
生、第３回は仙台でしたが当時のことをどうぞ…。

佐藤（次）：

私がプロコンの本選に初参加したのは第３回です。その開催校は仙台電波高専であり、当時
は電子計算機室長を兼ねていたのでプロコン開催のお手伝いをしました。この第３回は本校
からも本選出場を果たし、私はその指導教官でもありました。そこでは斬新なアイデアを伴
う素晴らしい作品と先生方に出会うことができ、その感動とソフト開発の喜びを本校の学生
と共有したいと願ったものでした。
この時以来、プロコンの不思議な魅力に取り付かれ、それ以降は連続で本選会場に出没し、
現在は実行委員として係わっております。その後函館大会では自由部門に参加し、パソコン
通信によるバーチャル・ベースボールをテーマとした作品で、中西君を擁する舞鶴の４連覇
阻止に挑んだことを今更ながら懐かしく思い出します。現在では長野が連覇中であり斬新な



発想と実現には敬意と強い感銘を覚えているところです。反面個人的にはそこに対抗する高
専の出現を期待しており、その事によって高専全体のレベルが向上するものと確信していま
す。

司会：

第４回からは開催校が回り持ちになりましたね。豊田が主管になり名古屋で開催されたよう
ですが…。

堀内：

それでは私の方から…。実は第２回までは完全に実行委員会主体で動きました。ですから、
実行委員長は専情協委員長の工藤沼津高専校長、桑形群馬高専校長が交代で担当され、地元
の高専の担当者は個人的に協力という色彩が強かったのです。１回目は舞鶴の北原先生、２
回目は大分の兼田先生が精力的に働いてくださいました。第３回は仙台が舞台でしたが、こ
こでは仙台電波高専の山田校長を主軸に、実行委員の佐藤公男先生、鹿股先生が現地での主
導権を握ってくださいました。そして、学校をあげて運営に協力するという機運が強くなっ
たのです。本選の運営では実行委員会と現地開催地高専の両輪で動くようになったというわ
けです。
これを受けて、４回目の名古屋では開催地校という存在を明確にしての運営体制が敷かれる
ようになりました。豊田高専の荻野、小川、仲野先生が強力に豊田高専の皆様を主導されて
いたのを記憶しています。この体制が定着したのは、実は第５回の富山大会です。この大会
から実行委員長代理として開催地担当校の校長に重責をお勤めいただくようになったわけで
す。及川校長がその初代、そして函館の延與校長が第６回の実行委員長代理となられ、開催
地の実行委員会体制が徐々に強化されることになります。富山商船の故山川先生、函館の西
田課長など個性のあふれる方を思い出します。
更にこの体制が発展して、第７回からは実行委員長が開催地校の校長というスタイルとな
り、現在に至っています。



予てより、プロコンでも国際交流・国際理解の話題が時々出る事は有りましたが、
毎回の運営企画や協賛活動に大半の時間を費やさざるを得ず、関係者の間では何時
の間にか忘れられた言葉になりかけておりました。
平成９年は第８回大会で長岡での開催でした。この第８回長岡大会は殊更意義深い
コンテストとなりました。１つには念願の全国テレビ放映（NHKサイエンスア
イ）が実現できたこと。２つ目は、忘れかけていた国際化の端緒が実現できたこと
でした。

それは、その年たまたま来日されておられました、アルゴリズム理論の世界的な権
威Ｂ．ブッフバーガー教授（オーストリア共和国リンツ大学）を特別審査員として
招聘できたことです。更にブッフバーガー教授は長岡でのコンテストに強い感動を
覚えられ、優れたチームをリンツ大学短期研修として迎えたいとの申し出がありま
した。この発案に、夢の実現に、審査委員の（社）日本パーソナルコンピュータ・
ソフトウェア協会の清水洋三専務理事（当時、現名誉顧問）が、何時ものようにあ
っという間に旅費協賛をお願いする企業団をおまとめになり、翌春実現の運びとな
りました。

平成11年、記念すべき第10回大会は瀬戸内の港、呉で開催されました。この大会で
は関係者の中で、瀬戸内の風光、呉の歴史などが大いに話題になりました。その中
で、1600年始めから約200年間続いた朝鮮からの外交使節である朝鮮通信使の話に
も及び、この朝鮮通信使に縁の深い下蒲刈が呉に極近い島であることなど話が盛り
あがりました。お隣の国、韓国との盛んであった平和交流の時代に思いを馳せてい
るときに、昔のこととはいえ韓国と縁の深いこの地で開催される第10回呉大会を記
念して、優秀チームに韓国短期研修を用意しようとの提案がなされたのです。

このご提案者は、（社）パーソナルコンピュータ・ソフトウェア協会清水名誉顧問
でした。前回同様、清水名誉顧問の信じられないようなご尽力でした。実現に向け
ての協賛企業の取り纏め、韓国との交渉窓口（株式会社ジャスネット）を依頼、と
りわけ全面的受入にご尽力を頂いた韓国情報産業連合会の李龍兌会長との綿密な文
字通りの「通信」により翌早春実現致しました。
其々の詳しい研修の成果は、参加されたメンバーのご報告をお読みいただくとし
て、コンテストは勿論この２回の海外研修も全国高専に寄せる各界の大いなる期待
とご支援の賜物と思います。



前ページの経緯にあるように、第８回長岡大会でのブッフバーガー先生からの突然
の招聘をうけて、プロコン審査委員会ではグランプリチームにその栄誉を与えよう
ということになり、幸運にも私の指導する長野高専チームが選出された。
ブッフバーガー先生、そして旅費等のご支援いただいたパーソナルコンピュータソ
フトウェア協会傘下の企業の皆様などとご相談しながら、旅程は次のように決定し
た。

平成１０年３月５日（木） 成田出発、同日ウィーン着
３月６日（金） ウィーン市内研修

３月７日（土） リンツ着、ブッフバーガー教授主催歓迎夕食会 
リンツ市内研修

３月８日（日）
リンツ大学訪問、
RISC（Research Institute for SymbolicComputation）見学、
Polytechnic University for Software Engineering見学、
メイヤー教授の特別講義受講

３月９日（月）
PolyＵにおいて研修（授業体験）
本校学生によるプレゼンテーション、デモンストレーション
交流会（両校学生および教授）

３月１０日（火） リンツ発（ウィーン経由）、翌日成田着

学生５名（西入大輔、加藤治樹、久保田淳一、黒岩貴宏、小林一樹）と引率教官私
の一行は、不慣れな中、ブッフバーガー教授はじめ沢山の方々の善意に支えられ
て、意義ある研修旅行を無事終了できた。改めて心から感謝申し上げる。
旅行から戻って１ヵ月ほど後に、ある雑誌に求められて「若い力」と題した原稿を
寄せた。拙文ではあるが、当時の思いが少しでもお伝えできれば幸いと、引用する
ことをお許しいただきたい。

音楽の都ウィーンから列車で西に向かう。美しい車窓に目をやりながら２時間ほど
ゆったりした気分を楽しんでいると、リンツに着く。
リンツといえば、音楽通の方ならば、アントン・ブルックナーの生誕地やモーツァ
ルトの有名な交響曲を連想されるだろうが、たいていの人からは「えっ、リンツっ
てどこだっけ」と尋ねられてしまう｡実は､リンツはオーストリア第一の工業都市で
ある。ヨーロッパを代表する大河川ドナウが中央をとうとうと流れるリンツの街
は、本当に美しい｡とくに壮大なリンツ城館が立つ高台からの眺めは、古い歴史と



自然とそして現代科学がマッチした美しさを、見事に呈してくれる｡

その州都リンツの学問の
府がリンツ大学である｡私
たちが中学や高校で学ん
だ「ケプラーの法則」
の、あのケプラーが研
究・教育に携わった大学
ということで、地元では
親しみを込めて「ケプラ
ー大学」と呼んでいる｡そ
のリンツ大学に、現在の
コンピュータサイエンス
界の世界的権威の一人、
ブッフバーガー教授がお
られる。

ひょんなことから、ブッフバーガー先生のご招待を受けてリンツを訪れる機会を得
た｡一か月ほど前のこの小旅行で、私は日欧の若い人々のたくましいエネルギーを
改めて強く感じた。上記は、この感激をお伝えするための、長い前置きである｡

リンツ大学はオーストリアの主要総合大学であることから、いくつかの付属研究所
を有している｡その一つの記号論理研究所（RISCと略称で呼ばれている）の所長を
ブッフバーガー先生が兼務されており､私達一行のリンツ滞在の大半はこのRISCと
その周辺にあった。「一行」というのは、私および私の研究室の学生５名のことで
ある。
さて、RISCはリンツ郊外のハーゲンベルクという村に建てられていた｡といって
も、実は中世の古城を再構築した施設であった。建物自体は古城をそのまま使って
いる｡だから、外観からはとても最新の科学を追求する研究所とは思えない｡内部も
通路や、ロビーは城の造りをそのまま残したもので中世のムードが漂っているが､
研究室やオフィスに入ると最新設備が並ぶ近代的な様式に一変する｡この辺りはヨ
ーロッパの随所で感じられる真の合理性であり、文化の伝統の重みである。すぐ
に、スクラップアンドビルドで再構築しようとする日本とは事情が随分違っている
のである。
このRISC研究所では研究・教育・生産（産業）を三位一体のものと考えており、
その思想から、研究所に隣接して4年制の比較的小規模な工科大学が設置されてい
た。



早速学生達の授業を覗くことにする｡教室内は自由というか、むしろ雑然とした雰
囲気が漂っている｡服装は日本の学生よりさらにラフな感じであり､缶ジュースを持
ち込んで机上に置く者も結構多い｡我々闖入者のことなど全く無頓着といった様子
だ｡あまりのおおらかさに、「これは、先生は大変だろうな」と感じ、同行して下
さった先生に「自由なムードですね」と申し上げたら、すかさず「やろうと思えば
キスだってできてしまうほどですよ」とのジョークが返ってきた。
ところが講義が開始されると、学生の態度は急変した。学生全員の目がすべて教師
の目を見詰めている。この状態で授業が進むのである。ノートはとるが稀であり、
「聞いたその場で、理解していってしまわなければ」というような学生の気迫が伝
わってくるようであった。
もうひとつ感心したのは、ディベート型の授業である。学生は、疑問があったり、
教師と違う意見があると、すっくと立ち上がり、教師の言葉を遮ってでも自己を主
張する。そして、他の学生もその議論に積極的に加わるのである。
授業開始後しばらくして、ふと重大なことに気がついた。授業が「英語」で行われ
ているのである。当方は外国人の立場であるからあまり奇異に感じなかったのだ
が、良く考えてみれば、オーストリアはドイツ語圏である。日常会話はドイツ語の
はずなのに、と傍らの先生に小声で尋ねると、この大学では全ての授業を「英語」
ですすめることになっているというのである。なんと国際化に立脚した、エネルギ
ッシュな取り組みであろう。日本でも一部の講義では英語での授業もあるが、すべ
ての授業を英語で、という大学があるというのは耳にしたことがない。
あまりに学生が熱心なので、モデル的なクラスを見せていただいたのではないかと
いう気がしたが、引き続き見学した二つの異なる学級も、全く同様に積極的な授業
の展開をしていた。
この学生達は翌日我々に、自分達の研究成果を披露してくれた。RISC研究所での
プロジェクトのテーマに関連してのオリジナルソフトウェアであったが、この技術
力が極めて高いのである。日本の大学院レベルの、あるいはそれ以上の質の高い研
究内容に匹敵している。見事な研究成果に、ここでも学生諸君の大きなエネルギー
を感じた。
要するに一部の突出したメンバーが醸し出しているのではなく、大学の学生全部か
ら発信される若い力に感激したのである。
彼らは４年生の後期には半年間の企業実習に出かけることが義務づけられている。
日本で昨今話題になっているインターンシップ制度に似ているが、あちらはすでに
伝統ある体系で実施しており、受け入れてくれる企業はヨーロッパ全土に及んでい
るのだという。2年生だという数人の学生が私のところにやってきて、「自分達
は、是非日本で企業実習を体験したい。日本のすばらしい技術を学び、自分達の力
を十分に発揮させたい。」と企業の紹介を切望していった。とにかく、積極的な彼
らの姿勢には圧倒される思いであった。 
この工科大学の話題とは異なるが、リンツの「アルス・エレクトロニックセンタ
ー」でも若い知的なエネルギーが発散されている光景に出合い感動した。このセン
ターは、コンピュータ科学の粋を集めた研究展示施設であるが、その一角に数十台
の端末が完備されたインターネットルームが、また最上階にはインターネットカフ
ェが備えられていた。訪れたのが日曜日ということもあり、センター全体は子供連
れの家族でにぎわっていたが、上記の２つの施設では主に中高校生といった世代の
利用者（しかもその半数以上が女子）で満杯であった。

日本でも図書館などでは受験勉強に励む
同年代の高いポテンシャルエネルギーを
感じることはできるが、それがインター
ネットルームであり、さらにその交信先
が自国だけでなく全世界に向けて発信受
信している実態を見て、かなり大きな衝
撃を受けたのである。
実に、彼ら若者は（少なくとも私が目に
したリンツの若者は）国際人として通じ
るために、内在するエネルギーをいかに
高めるかに大きな努力をはらっているの



である。そして、その若者の無限の可能
性に期待する雰囲気もしっかりと周囲に
浸透していることに、深い感動を覚え
た。
教える側も学生の側も共に自信に溢れて
いる…、これがリンツでの強烈な印象で
ある。

ところで、この旅では、私と同行した日
本からの学生諸君からも同様な感動を得
ることができ、嬉しかった。
実は、彼らは私の指導の下、全国高専プ

ログラミングコンテストにオリジナルなソフトウェアを応募し、難関を突破して見
事日本一に輝いたチームである。
私の研究室に出入りする学生諸君は毎年このコンテストに応募し、通算四度の日本
一（文部大臣賞）を獲得した他、常に上位の成績を収めている。これらの作品の中
には「打ち上げ花火のシミュレータ」「オンライン化粧シミュレータ」といった画
期的なシステムがあり、読者の一部の皆さんにはきっと興味を持っていただける内
容だと思うが、それについてはいずれかの機会に譲ることとする。今回の文部大臣
賞受賞チームは「音楽を奏でると、それにあわせて自動的に譜めくりを行う」とい
う、世界で初めてのユニークなシステムを開発した。リンツへはこの業績が評価さ
れ、ブッフバーガー先生の目に留まった結果としてご招待を受けたという次第なの
だ。
リンツ滞在の最終日、我が学生諸君は工科大学の教職員と多くの学生を前にして、
上記の「譜めくりシステム」に加えて「画像の自動合成」という新しい概念での技
術によるCGのシステムを紹介した。はるばる日本から運搬したシステム一式を前
に、学生諸君は堂々としたプレゼンテーションを行ってくれた。反響は期待以上に
大きなもので、「日本一」が世界でも通じたという感慨を覚えた。彼らはこの日ま
で、RISC研究所の教授陣の特別講義を受けたり、工科大学の学生の授業を一緒に
受講したりと、未経験の世界をたっぷり味わっていたので、緊張は極度に達してい
たに違いない。しかも、学校ではどちらかというと英語が苦手という学生ばかりで
ある…。しかし、苦労を越えて、リンツの皆さんの温かい拍手を受けた学生たちの
顔はすばらしく輝いていた。
最後の夜は、両国の学生同士のフェアウェルパーティーが催された。もう彼らの間
には言葉の壁も文化の違いも障害ではなかった。真の国際人の旗手としての清々し
い顔だけがそこにあった。そして、私の心には、またも、「二つの国の学生の若い
知力のたくましさ」についての大きな感動が走っていた。

「最近の若い者はどうも･･･」と、つい口をついて出てしまっていないだろうか。
もし、そうであったら反省してみたい。
若い力は偉大である。国際人として創造的な仕事ができるのは、若い彼らしかいな
いのである。もし、彼らが力を発揮していないとしたら、それは我々年長者に、そ
れを育む環境作りをする努力が欠けていると思うべきであろう。

「地球がふるさと」二十一世紀には、人は本当にそう思うようになって欲しい。い



や、きっとそうなるであろう。

［環衛ジャーナル（株まほろば）通巻303号（1998年5月号）掲載］



プログラミングコンテスト後援団体である（社）日本パーソナルコンピュータソフ
トウェア協会顧問清水洋三氏と韓国情報産業連合会会長李龍兌氏のご厚意により、
第10回（平成11年度）プログラミングコンテスト最優秀賞受賞チームに対して、韓
国短期研修を実施して頂けることになりました。このために訪問団を構成し、団長
に清水洋三氏、呉高専校長（第10回プログラミングコンテスト実行委員長）長町三
生氏、飛田紀久子氏（劇団四季）、加藤雄一氏（研修主催企業の（株）ジャスネッ
ト、通訳兼随行）、この年課題部門で文部大臣賞（最優秀賞）を受賞した長野高専
「歌舞伎のための３Ｄシナリオ作成システム」チーム５名（三井健太郎、小川大
祐、北村聖児、吉澤友克、佐藤雄一）、引率教官は本来指導教官である長野高専の
堀内征治先生が行くべきところ校務多忙のため同校の鈴木宏の、総勢10名が行くこ
とになりました。

本研修は、情報産業のメッカであるメディアバレーの企業や大学、歴史的・文化的
施設の見学、および韓国の家庭でのホームステイなどを通して、韓国の情報産業・
教育機関の特徴を見聞するとともに、日韓の歴史的交わりを理解し今後の良好な交
流を行うための窓口となる機会として与えられました。研修は学生の都合などもあ
り３月（３月３日～３月10日の８日間）に行うことにしましたが、韓国は３月が新
年度の始まりということもあり、企業・学校ともに忙しい時期でなかなか見学先・
研修先が見つかりませんでした。しかし、李龍兌氏が会長を務めるトライジェム社
のカン氏と加藤雄一氏との両名のご努力により、今回の研修において多くの施設・
企業を見学するとができました。

見学先などは、

１日目 移動（韓国へ）・レセプションパーティー（韓国宮廷料理を堪
能）

２日目 昌徳宮・南大門（買物）・大学路の見学・ホームステイ先の主
人との夕食会（焼き肉）

３日目 韓国民族村・イテウォン（韓国の銀座）・町のスーパーの見学

４日目
トライジェム社の会社見学、ソウルオリンピックスタジアムの
見学、トゥルーネット社の会社見学とプロコン作品のプレゼン
テーション

５日目 板門店見学ツアーへの参加

６日目
天安工業大学（長野高専の姉妹校）の訪問とプロコン作品のプ
レゼンテーション、独立記念館の見学、町の散策（ゲームセン



ター、屋台、本屋などを見る）

７日目
免税店での買い物、竜山（韓国の電気街（秋葉原）、大韓生
命63ビル（展望台）、ユウジンテック社の見学、南山公園（ソ
ウルタワーより夜景を見る）

８日目 移動（日本へ）

でした。

今回の研修を通して、ケーブルテレビを
利用したインターネットやビデオ・オン
デマンドを見て韓国の情報産業がいかに
日本より進んでいるか、また経済危機よ
り韓国がいかに立直り、それにどのよう
に情報産業が関わったかなど、多くの事
柄を実際に見聞きでき、大きな衝撃とと
もに学生達の今後の発憤材料になったと
思います。また、板門店・独立記念館な
どの施設を見学できたことにより、韓国
と日本の関係を再認識しつつ、韓国と日
本の歴史や現在韓国が置かれている状況
も知ることができました。さらにホーム
ステイを行ったことにより、韓国の人の
生活を実際に体験し、文化の違いなどを
肌で感じることができ大変有意義でし
た。

今回の研修に対しまして、清水洋三氏と
李龍兌氏に感謝申し上げると共に、ジャ
スネットをはじめとする協賛企業各社に
お礼を申し上げます。また実務を担当し
て頂いたトライジェムの朴鐘一氏とカン氏、同行して頂いた加藤雄一氏にお礼を申
し上げます。 

本研修が終り、日本に戻り間もなくの６月、韓国と朝鮮民主主義人民共和国（北朝
鮮）との首脳会談が開催され、８月には離散家族相互訪問が行われました。変わり
つつある韓国を感慨深く見るとともに、今後日本との関係がより良い方向で発展し
て行き、それに情報産業がうまく関わって行ければと思います。
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司会：

そうですか、ようやくこのイベントが軌道にのり始めたわけですね。このあたりの財務状況
について伊原先生もう一度…。

伊原：

第４回豊田大会の協賛依頼は、第３回の赤字を埋めるべく厳しいものになりました。なぜか
第４回から財務の中心に祭り上げられていた私に、当時プロコンの事務局を担当してくれた
デザインオートメーション事務局の伊坪さんから「お金がありませーん！」と電話がかかっ
てきたのもこのころです。第４回大会で依頼した企業は約50社で、そのうち私が担当したの
は25社、中には電話だけで断られる企業もありましたので実際に訪問したのは約20社でし
た。しかし、協賛を依頼する企業を探すのはそう大変ではなかったのです。実は先に触れた
パソ協の清水専務理事（当時）という強力なうしろだてがあったからです。専務理事は次か
ら次へと協賛企業候補を紹介してくれました。２週間の間に10数社の企業トップに協賛依頼
をしてきなさいと紹介されたこともありました。訪問を予約して、授業の合間を縫って協賛
依頼をして歩くのはかなり厳しいものでしたが、そのかいあって第４回大会では約2500万円
の協賛金を集めることができて、第３回の赤字も解消しました。

司会：

最初から財務は大変だったんですね。この問題はずーーっと続きますよね。それはまた後で
ということにして、さてこの第５回、第６回あたりから湯田先生、安東先生が参加されてい
ますね。それとこの回では私も忘れもしない当時タレントの千葉麗子さんを特別審査員で招
待しましたね。このプロコンがきっかけで彼女の人生が変わってしまったという話を聞いた
ことがありますがこのいきさつは伊原先生か堀内先生でしょう。

伊原：

これはなんといっても美人のそばにはいつも堀内さんがいる、というのはプロコンの定説で
すから堀内さんよろしく。

司会：

そのいきさつは後でとして、まず予選会場にもなった東京の湯田先生よろしく。

湯田：

予選会場を提供することになって、皆さんには八王子の山奥に来て頂いて本当にご苦労をお
かけしました。せっかく東京で開催するからと来てみると自分のところと少しも変わらなか
ったといわれた方もおられたようですから…。（と司会がここまで書いたところで入稿のタ
イムリミットになってしまいました。しかし予選会場として第５回から第９回までお世話に
なりました。暑い時期に会場設営から懇談会場の用意まで大変なご苦労だったと思いま
す）。

司会：

それでは安東先生よろしくお願いします。

安東：

私は、大阪府立高専の建設工学科で、長い間、情報処理の授業を担当してきましたが、この
プロコン引率の経験はありません。付き添い教員でもないのにプロコンの実行委員になった
のは、同じ公立高専ということで以前から仲良くしていた東京都立高専の伊原先生から誘わ



れたからです。さりげなく、仕事の帰りに「ちょっと寄り道をしたら」という程度の誘いだ
ったのです。最初は、何もわからずにただうろうろするばかりでした。あまり役に立ちそう
にないので、２・３年で実行委員を辞めるつもりでいましたが、他の実行委員や審査委員方
が素晴らしい先生ばかりで、その人たちとのつながりを自分から断ち切ることなどできな
く、今に至っているわけです。２・３年のつもりが、今年でもう６年目です。
私の現在の実行委員としての仕事は、関西地方の企業へ協賛金のお願いに行くことと、副賞
用の商品を集めたり配ったりすることと、予選と本選での雑用です。６年も続けていると、
それなりに仕事のコツというか段取りを覚えてきて、楽しみながら仕事を続けています。た
だ、企業でお願いした協賛金を断られたときの気分は、いつも憂鬱です。きっと、そこだけ
が仕事で、他は遊びなのでしょうね。
さて、プロコンの実行委員の仕事をしていての楽しみのひとつに、プロコンメールのやりと
りがあります。私は、プロコンの実行委員になるまでは、Ｅメールなど出したことがなかっ
たのですが、実行委員になってからは、自分の出したメールに他の委員の方が答えて下さる
というのがうれしくて病みつきになりました。たいした用もないのに、頻度高くメールを出
し続けた時期もありました。でも、長い時間をかけて考えたメールの文章が気に入らなくて
「ぼつ」にすることが多くなってきて、なんだか貴重な時間をムダ遣いしているような気分
になり、最近はメールを出すことを少し控えるようになりました。
ところで、メール環境には、しっかりした管理人が必要です。プロコンメールには熊本電波
の田辺先生という強力な世話役さんがおられて、面倒を見て下さっています。使う方として
は、快適な高速道路を気分良く走っている状態です。ありがたいことだと思っています。

 



司会：

田辺先生のお名前がでたところでプロコンを支えるメール、ＷＷＷ環境でのご苦労をお話い
ただきたいのですが。

田辺：

プロコンとインターネットとの関わりについてですが、ある時期にprocon@cs.knct.ac.jpのメー
ルサーバが変わってしまったので、現在稼働しているサーバのログには函館で行われた第６
回からです。第６回以降のみなさんのメールは全て保存されています。
まず、メーリングリストを提案したきっかけはとにかく実行委員会が長かったこと、予定の
７時では終わらず食事をしながら、さらにホテルに戻り部屋で深夜にまでなったことが幾度
かありました。その原因は実行委員会が始まってから資料の説明、質疑がありそれから議論
が始まることが原因だと思っていました。その当時実行委員のみなさんがE-mailを使える状況
になりましたので、私の熊本電波高専でprocon@cs.knct.ac.jpのメーリングリスト（以下ＭＬと
略す）を開設することにしたのです。
でも、最初の資料説明まではＭＬで出来るので実行委員会は早く終わると思っていたのは、
大きな誤算であったとすぐ分かりました:―)。また、ＭＬを運用すると実行委員をやめられな
くなるとは当時は思ってもみませんでした。今では軽率だったと反省しています(^_^)。 
ＭＬに関して思い出すことは始めのこ
ろは審査員の國枝先生も参加しておら
れたこと、そして先生が「このメール
は熊本から全国に配信されるのです
ね」と言われたころのことが印象に残
っています。当時は熊本電波がネット
ワークの回線速度と安定性があったこ
とと思っています。もっとも新ネット
に切り変えたときに数週間に渡ってみ
なさんに御迷惑をおかけしたこともあ
りました。しかし、このプロコンのＭ
Ｌも開設当初は現在ほど活発ではな
く、仙台電波の佐藤公男先生の発言に
対して誰も返事がなかったので「誰か
発言して下さい！」とのメールが記憶に残っています。その後返信を求めたいときは指名す
ることが慣習となりました。
当初は事務方にはメールが届かず、函館の西田課長には本選直前にみなさんからのメールを
まとめてFAXでお送りした記憶があります。メールが活発になると今度は逆にプロコンのメ
ールが一通も来ない日が続くと管理する立場としてサーバの不具合を疑うことが幾度かあり
ました。そのようなとき、同じ心配をしていた安東先生のメールに何回も助けられたことで
した。また事務的なメールが飛び交う中で津曲さんの文学的なメールに心が和まされまし
た。

司会：

事例がないとわかりませんよね。では本人の許可無く司会の責任で以下を引用します。

引用（ＭＬより）
安東＠大阪府立高専です。
急ぎの用があるわけではありませんが、プロコンメールが少し寂しくなってきま
したのでメールを出しました。…津曲さんからのメールが出なくなり、プロコン
メールから「四季の香り」が消えてしまいました。津曲さん、また土の香りのす
るようなお便りをお願いします。
柴田先生は、仕事人間に戻ってしまったようです。でも、多分不本意でしょう
ね。次回の鈴鹿高専担当のプロコンは、さすが桑原先生の「お膝元」ということ



で、万全を期して、学内での助っ人が、どっと繰り出されたようです。場所が
「津」ですから、伊勢神宮の神様までついています。「盛会」間違いなしでしょ
う。
（途中略）
本校のラグビー部が、お正月の高専の全国大会に出場することになりました。
（地区で準優勝です）優勝するためには、まず、地区の優勝校を倒して、常勝の
宮城高専を倒して…と、たいへんです。
1999.11.25
メールナンバー2000を、さりげなくゲットした安東でした。

引用（ＭＬより）
ご無沙汰いたしております。津曲です。毎日皆様のメールは拝見しております
が、私は何のお手伝いもできず心苦しく思っております。今度の会議も出てよい
のか迷っておりましたが、やはり皆様にお会いしたくなり、実行委員会に参加さ
せていただく事にします。其の後の懇親会が開かれるのであれば喜んで参加いた
します。（これがメインかな）大津部長殿―――私の交通費・日当は必要ありま
せん。
背丈ほどあるアジサイにようやく小さな蕾がつきました。どういう訳か木蓮も、
柿の花も他所より遅いのです。私の頭に合わせているのでしょう。
（最後の一節が歳時記のコメントです。：司会）

田辺：

桑原先生が在外研修でアメリカに行っておられた時も、ＭＬで活発に発言されていました。
私を始め多くの実行委員の先生は何時桑原先生が研修に行かれたか気付かなかったのではな
いでしょうか。これらを通じてプロコンのＭＬは各地に散らばっている高専の先生や事務の
方が協力して行なうイベントの運営手段として非常に有効であることが実証されたと思って
います。



司会：

本当にご苦労様です。インターネットの環境が整備されつつある状況では、最初は文章だ
け、やがて写真画像も、いや動画像で中継しろとかＷＷＷに関してもいろいろな要求が出て
きますからね。でもいまやＭＬはプロコンになくてはならないものになっています。現にこ
の座談会でさえもそうですから。 
さて、先にお尋ねしたように「チバレイ」こと千葉麗子
さんの件ですが、これはやはり堀内先生でしょうネ。ど
うして「やはり」かって？…それは実行委員の極秘事項
といわれています。

堀内：

それはですね。極秘事項のことではなくて、千葉麗子さ
んのことですが…、この話の前には、第４回の名古屋大
会に戻らなくてはなりません。
「蕎麦ときしめん」という小説をご存知ですか？ 名古屋
を舞台にした抱腹絶倒の小説ですが、この著者がパステ
ィーシュの大御所、清水義範氏です。実行委員の松澤先
生と私は、第４回大会に向かって新しいモチベーション
として特別審査員を招こうと画策していたのですが、そ
のターゲットとなったのがこの清水さんでした。清水さんは名古屋の出身で、私は彼の大フ
ァン、しかも、ちょうどこのときにASAhIパソコンで連載をもたれており、審査委員の森編集
長が積極的に仲介の労をとってくださり実現してしまいました。清水義範審査委員の講評は
学生に大受けでした。実はこの大会の後、清水さんはプロコンを題材としてひとつの小説を
仕立てました。「あのモデルはきっと大岩先生だ」などと、その後話題になったものです。
この特別審査委員制度は大好評で、次の富山大会は誰にしようかということになりました。
実行委員の誰かが（あれっ、私だったかな？）、今度は女性にしたい、それもパソコンに興
味のある知的なタレントさんがいいね、という声が出ました。ここでも、森編集長に全面的
に後押ししていただき、なんとあの千葉麗子さんが浮上してきたのです。私は当時、「ま
ず、ダメかな」と思ったのです。なんといったって、超多忙なタレントで日程が取れないだ
ろう、さらにギャラはきっとこちらの桁ではあわないだろうと思ったのです。でも、いつも
のずうずうしさ（いや一途な思いで）アプローチしてみました。「この位しか謝礼をお支払
いできないのですが…」という当方の言葉に、意外なくらいあっさりと「いいですよ」との
返事。またまた熱意は通じたのです。
千葉麗子さんの富山での人気は大変なものでした。彼女のホテルや交通手段を極秘にした
り、会場のエレベータを使わずに裏の階段を利用したり、いつもとは全く違う気の使いかた
にスタッフも大変でした。しかし、当のチバレイ（千葉麗子の愛称）は、誠に真摯そのも
の、同年代の高専学生のオリジナリティあふれる創造力に、感涙しながら２日間を我々と共
にしてくださったのです。そして、翌年の函館までも２年続けてお付き合いして頂くことが
できました。超有名人も高専学生のパワーに共感してくれたのですね、これはとてもうれし
いことですよね。
以後、特別審査員は継続されていきます。北九州の徳永さんは、今は文部省の重鎮で我々に
大きな理解を示してくださっていますし、審査委員の宮地先生のご紹介でした長岡でのブッ
フバーガー先生はプロコンの国際化への実効に貢献してくださいました。これらもプロコン
の大きな財産ですね。
それにしても、華麗ながらまじめなチバレイの印象は強烈でしたね。この富山大会以降、彼
女は華やかなタレントの舞台を自ら降りると言い放つわけです。プロコンはドラマを作って
しまうのです、本当に…。





司会：

なるほどそうでしたか、後ほど佐藤（次）先生も触れますが、彼女は今ではデジタルクリエ
イターとして会社を経営されているそうですね
そして第５回から競技部門が創設されたんですが、これに深く関わった桑原先生、現在開催
校責任者として大忙しのなかでお話して頂きましょう。

桑原：

プロコンの競技部門についてその企画に携わった一人としてちょっとお話ししたいと思いま
す。競技部門が発足したのは、第５回富山での事でした。それまでのコンテストでは課題・
自由の２部門で審査をしていました。この２部門だけでは、本選参加できるチーム数が制限
されてしまうので全国高専学生の作品発表の場としての意味が薄くなってしまうこと。また
応募作品の多くは大変すばらしい物でしたが、コンテストとして多くの皆さんにご覧頂き、
おもしろさを感じていただく点では多少異なる点があること等、改善すべき点があると私は
感じていました。
実行委員の中には、技術的に高度なプログラミングコンテストを目指せば良いという純粋な
考えをお持ちの方も多くいらっしゃいましたが、私としては、できるだけ派手な企画で人目
に付き、多くの学生が参加できるコンテストをやりたいと思いました。当時も高専が主役の
ロボットコンテストが巷で非常な人気であり、プロコンの実行委員の一人として、その対抗
意識が無かったかといわれると否とは言えないかもしれません。幾分かの不純な気持ちがあ
る中で競技部門が生まれました。 
第１回はGPSをつけたパソコンを使用して富山駅前のお城
公園の面積を測定するという大がかりな競技が行われまし
た。私の思惑通り、奇妙な恰好をしてパソコンを担いだり
抱えたりした集団が公園内を行き来する姿は、大変人目を
引きました。しめしめ今日のテレビのニュースには、必ず
出るぞ！ と思っていたのですが…、この思惑はしっかり外
れてしまいました。これが、見ていてもっとおもしろい競
技を考えようという方向に私を引っ張ったかもしれませ
ん。
体育館に「ひよこ」を放ってその数を数える競技案、気球
を目的の場所に精度良く着地させる案、いろんな案が浮か
び消えました。実行委員の多くは冷静で、プロコン本流か
ら離れていく私のアイデアを非情に却下しました。なんと
面白さの分からない人たちだなと、思ったこともありまし
たが、やはりプロコンの精神から離れてはいけないことも
分かりました。 
その後、画像処理で回転体の体積を計る競技、コンピュー
タの助けを借りながら目隠しして迷路を抜ける競技等、回
を重ねて第11回の箱押しゲームにとつながってきます。プ
ログラミングの要素を適当な難易度で盛り込みつつ、見た
目におもしろい物を考えるのは大変だと感じています。是
非、良い題材があったら皆さんからお教えいただきたいと思います。
私は、競技はテレビ受けがするように派手に！ という気持ちもあって企画をしてきました
が、ここ数年、NHKサイエンスアイに取り上げられるようになって思わぬ意見を聞きまし
た。それは課題部門、自由部門（現コンテンツ部門）の内容がしっかりしていて、しかもテ
レビで見てもおもしろいと言うものでした。この意見は私にとって衝撃的なものでしたが、
大変うれしいものでした。なにはともあれ、競技部門の企画・進行はとにかく大変です。い
ろんな失敗もありました。そのあたりの事情を理解していただいて様々な失敗を許してくだ
さいね。



司会：

これで競技部門創設の経緯がおわかりになったと思いますが、最初からプロコン名物「哲学
論争」があったわけですね。このことは後でもう一度お話頂きましょう。さて第７回以降は
最近の話になります。実行委員も新人が続々登場してきます。その一番手として長岡の山崎
先生、第８回の担当としてご苦労されたと思いますが…このプロコン仲間に引き込まれたい
きさつからお願いします。



山崎：

えーーと、私がプロコンに巻き込まれるきっかけのなったのは、長野市で開催された研究集
会で堀内先生と運命？ の出会いをしたことにあります。この研究集会は、平成７年８月に長
野で開かれたので、この年に全国の国立高専にネットワーク整備の予算がつき、分科会のテ
ーマもこれに関係するものでした。私はその年の４月に情報処理センター主任になったばか
りにもかかわらず、ネットワーク立ち上げを任され、この研究集会に参加することになりま
した。 
その年の秋、突然堀内先生から電
話があり、平成９年度に長岡高専
が担当校としてプロコンを開催す
ることになっており、前もって開
催地から委員を出して欲しい、そ
れも私でどうかということでし
た。「プロコン＝情報処理教育＆
センター主任」では逃げられない
と判断し承諾した次第です。その
後当時の岡本校長の方にも正式な
申し入れがあり、第７回大会の準
備から私が委員として参加するこ
とになりました。
それで、委員を引き受けた次の年
に現在の小川校長が就任され、早
速開催地実行委員会の構成などに
ついて相談したんです。プロコン自体全国規模の大会でしたので、小川校長も学校を挙げて
体制を整える必要があると認識されていました。その結果できた組織体制は、その後の開催
地実行委員会の構成として引き継がれている部分も多いかと思います。また、長岡で行われ
た第８回から、ポスターやパンフレットなど多くの作業が開催地担当となり、開催地の役割
が新しい段階に入った気がします。
準備を始めたと思ったら、あっという間に時間が経ち、とうとうハイブ長岡で本選を迎える
ことになりました。会場が比較的狭かったこともあり、参加者の熱気が今でも思い出されま
す。この回からNHKのサイエンスアイで放映されることになり、会場設営やビデオ収録
でNHKの新潟放送局の方と話し合う機会がありました。また、競技会場は県内企業の協力を
得て、非常に立派のものを作ったのですがその過程で、会社と学校の仕事の進め方が違うこ
とを実感しました。また、特別審査委員としてブッフバーガ先生をお迎えしたことも印象に
残っております。
最後に苦労話ということになりますが、正直言いますと私自身はあまり苦労してないなと思
っております。ポスターやビデオ制作は良い企画会社の方に巡り会いましたし、お金集めも
他の先生方にやって頂いたわけですから。本当に大勢の方に助けられました。もちろん、初
めての経験が多く、相当な仕事量だっただけにとにかく無我夢中で仕事をして、あまり気に
している余裕もなかったためかもしれません。
ただ、大会自体の運営がスムーズにいった一因に、長岡高専の教職員が本当に良く協力して
くださったことがあると思います。事前に打ち合わせて無いことでも、その部署部署で迅速
に対応していただきました。中でも、現在長岡技科大に移られた長谷川教務係長（当時）の
活躍は本当に素晴らしいものでした。事務部門と教官では仕事の進め方に違いがあるのを実
感したのも、プロコンや校内LANの立ち上げを通じてのことでした。普段のコミュニケーシ
ョンの大切さを一段と感じました。またあれだけ学内が協力してくれた背景に、校内LANの
立ち上げおよび運用を担当していたことも大きな原因であったように思います。いずれにし
ても校内LANの導入からプロコン開催まで、あっという間に過ぎた３年間でした。またプロ
コンでは色々な才能が必要なのだとつくづく実感しています。

司会：

開催校になって担当することのご苦労がよくわかります。その上このプロコンのメンバーに



させられてしまうなんて…言葉もありません。でもこの出口のないサブルーチン（古い言い
方かな）もループに入ってしまうとそれはそれで快感であったりして。余計なことは言わ
ず…さて第９回の被害者？ は明石の吉村（公）先生、第10回の被害者は呉の赤尾先生です
が、順に証言してもらいましょう。

吉村（公）：

私の最も苦労したことはポスターの制作でした。「明石海峡大橋が開通するので、図柄は絶
対に大橋！」というアイデアで出発進行。本校ではPOV-Rayを情報処理の授業で教えてま
す。そのCG作品を見て作ってくれそうな学生を探しました。うまい具合に瀬戸大橋をリアル
に表現している1年生が見つかったので彼に頼む事とし、もう１人添景を作ってくれる学生を
選びました。学年末試験直前にも拘らず二人は熱心に期待通りのCGを作ってくれたのです
が…。
まず画像が横長でこれを縦長に変更しなければなりません。もはや春休みに突入しており私
がプログラムを修正することになりましたが、触ったことがないCGプログラムに悪戦苦闘、
レンダリング用にPentium300MHz、メモリ500MBのパソコンを購入して、これ
に400ppi、A1サイズを２日間計算させ2GBのファイルをHDDに詰めて印刷会社に渡しまし
た。ところがファイルサイズが大きすぎて印刷会社では取り扱い不能。CD-Rの640MBに解像
度を落として再計算し、やっと印刷できるようになりました。幸いこのポスターは好評でし
た。その後明石のCATV会社から番組冊子の表紙を頼まれ、この４月から毎号学生のCGが表
紙を飾っています。

司会：

苦労が報われることもあるのですね。でも今回の記念誌のグラビア担当になっているわけで
すから…どこまでつづくぬかるみぞ（古い！）。では第10回の呉の赤尾先生です。

赤尾：

本選前１、２ケ月は仕事が山積し、例えば、広告原稿の件などはあせってもどうしようもな
いと分かっていても気になって頭から離れなかったことが記憶に残っています。しかし、
今、あらためて当時のことを思い出してみると、色々と失敗し委員の先生方にご迷惑を掛け
たことも今の自分にとっては貴重な財産となっている気がします。（特に飲んで好き勝手な
ことばかり放言したことも…）
呉での一番の苦労話といえば、開催地の大半の仕事をたった２馬力でやったことだと思いま
す。この大会から、事務局が開催地に移行したり、予選でＣＤを利用するなど開催地の業務
が増え、未知の部分も多々ありましたが、いま振り返ってみると、「よくやった」というよ
りは、「訳も分からぬまま無我夢中であった」という印象です。会場設営や本選業務には全
教職員が関わってくれましたが、本選にこぎつけるまでの過程では、桑原教務係長と私の二
人三脚的な苦闘の日々が続きました。本選の２週間ほど前からは宿泊の確認、競技や表彰式
等で必要となる物品の調達で係長が精神的にかなり追いつめられている様子がはっきりと感
じ取れました。全国規模の大会ですので、大きなミスをしてはいけないというプレッシャー
が２人にのし掛かっていました。
最終日が終わって片づけ後、学校に戻ってビールを飲み干した時の係長の笑顔が今も鮮明に
心に残っています。呉の大会を無事に（？）終えることができた最大の功労者は桑原係長だ
と思っています。
実務面での苦労話としては、「節約」という２文字を常に意識したことだったと思います。
昨今の社会情勢を反映してプロコンの懐具合も決して暖かいものではありませんでした。ポ
スターやパンフレットの作成・荷造り・発送作業、競技に使うパズルの製作など常に「自分
でやれることは自分でやる」というコンセプトで仕事を進めました。パンフレットの切貼り
作業を終日していても、取り立てて苦にはならなかったのは、プロコンの持つ魔力、否プロ
コンを心から愛し育ててきた実行委員の先生方の持つ人間的な魅力のような気がしていま
す。



司会：

このお話からも開催校の担当責任者になったことがどんなに大変かわかりますよね。でもそ
れがあとに引いていくところが「トラップルーチン？」だったりして。こんなことを言うと
次回12回の大会のなり手がなかったりして…でも心配ありません。もう鶴岡の嶋屋先生が実
行委員に加わっていますから…。さて第５回から始まった競技部門…、これも企画する実行
委員の苦労は並大抵ではありませんよね。まず企画段階のアイデアをだすブレーンストーミ
ングはいつも委員会のあとの飲み会と決まっていました。第10回の「ピースでpeace！」も広
島県の名産はなんだっけから始まってどなたかが「よく旅館に泊まったとき置いてある木片
を組み合わせて形をつくるゲームはなんていうのかな」「それは県内のある地方の郷土玩具
だ」ということから採用が決定なんていうこともありましたよね。ここから競技担当の柴田
先生、重村先生、佐藤（秀）先生の出番です。



柴田：

競技部門は毎年ゲームを考えなければいけないということで、確かに苦労が多いと思いま
す。私は競技部門が初めて行われた第５回の富山の大会から実行委員としてお手伝いしてい
ますが、そのときには現副実行委員長の桑原先生のコメントにあるGPSを用いた面積測定は既
に案ができあがっていました。
桑原先生はまことに発想が奔放で、競技部門のために生まれてこられたのではないかとたび
たび思わされます。第７回の目隠し迷路ゲーム、第８回の花合わせゲームなど、案を伺った
とき「えっ!?」と思ったことが記憶にあります。 
アイデアレスの私の苦悩は、アイデアマンの桑原先生が在
外研修でアメリカに行かれた第６回大会から始まりまし
た。なんと実行委員になって翌年に競技部門をまかせると
言われるではありませんか。第６回大会は、函館で体積測
定を画像処理ボードを使って行ったのですが、そこに至る
までにも多くの紆余曲折があり、開催地の皆様にも大変御
苦労をおかけしました。当時沼津の実行委員であった青木
先生と、はじめて実行委員として入られた重村先生といろ
いろ議論がありました。
最後まで残った別案は確か人やあるいは瓢箪の体重を推定するゲームだったかと思います。
最後に私が「え～ぃ! これでいきましょう」と宣言したのが運のつきで、瓢箪が手に入らな
い、体積の正解をどうやって求めるんだ、ということでずいぶんと周りの人に御迷惑をかけ
ました。
第７回大会からは、桑原先生が復帰されたので私は補助に回ってほっとしたものです。とこ
ろが、ルールが気になって仕方ありませんでした。そうです。桑原先生のアイデアは奔放な
のですが、ルールの規定にこだわりをもたれないのです。判定はどうするということで脇か
らずいぶんと口を出した記憶があります。それだけなら大変快適で、冷静で非情な実行委員
がここにいたわけです^^; 。 ところが、それもつかの間、桑原先生が副実行委員長になられる
ため、また競技をまかせると言われるではないですか。第９回大会から苦悩がまた始まりま
した。その明石では、八面体を転が すゲームをやりました。
これは、当時の実行委員、詫間電波の國井先生がパソコンの箱を転がして進む距離を競うと
いう案を出されたのを受けて、四面体よりも八面体にしたらということになったものです。
その後、開催地である明石の吉村先生、重村先生、佐藤秀一先生と詰めに入ったのですが、
ルールが気になる私は泥沼にはまったように、規定を細かくしていきました。その後の顛末
は「見てもわからん」という御意見に集約されているかと思います。またこのとき、敗者復
活戦をやろうということになって急拠、サブコートの主審をお願いした木戸先生には多大な
ご迷惑をおかけしていまだにまともにお顔をみられない状況です。（でも見てます：司会）
それでも首にならずに第10回大会を呉で迎えたわけですが、パズル合わせの案は、開催地の
赤尾先生の酒場での発言がもとでした。このようにユニークな案を出していただけると、ま
とめ役としても大変助かりました。ただ、ここでも私のルールへのこだわりが出てしまいま
した。簡単すぎるのではないかという危惧が、問題の難度を高くしていったのです。その後
の顛末は、時間無制限宣言（勝者が決まらず、決まるまでやろうというデスマッチになりか
けたのでした）というプロコン史上に残る事態に集約されています。
競技部門も既に計６回の大会を経ています。桑原先生が競技担当をはずれてもなんとかやっ
てこられたのは、アイデアレスの私が悲鳴を上げるのをみかねたのか、色々な素案を出して
いただいたユニークな実行委員の皆さんのおかげかと思います。また、色々な物品が必要な
競技部門を運営できるのも、会場や物品整備で全面的に御協力いただいている開催地の皆さ
んのおかげだと思ってます。

重村：

私は柴田先生を助ける立場でしたが、実は思いっきり足を引っ張っています。第10回では柴
田先生の「時間無制限」が飛び出してしまいました。あれは、きっと私が悪かったので
す。10回のゲームはパズルを解くアルゴリズムだけでなく、入力方法の工夫で差がでるゲー
ムにすることが可能でした。しかし、実際の大会では、数値でパズルピースのデータを何パ



ターンか事前に渡しておき、ゲーム開始後、そのなかから実際に使用するデータを指示する
という方法で行われました。当初は、画像ファイルでピースデータを渡すとか、ハードコピ
ーで渡すとか、とにかく入力部分で工夫を必要とする案もあったのです。
これがボツになったのは、第９回大会で、出場者は純粋なアルゴリズム勝負を望んでいると
感じた競技関係の実行委員が複数いたことと、（柴田先生もこの意見だったと思いますが ）
私が、自分の学校の卒研で使用されていた市販の高価な画像処理ソフトをこのゲームに適用
すると、かなりの部分が自動的にできてしまうことに気付き、ＭＬで騒いだためです。 アル
ゴリズムだけで勝負するとなると、それなりに難しい問題にしないと面白みが無いと思い、
例によってルールがふくらみました。倍率の部分が後で付け加わりました。
私はそれでも簡単だと思っていました。その後、出場者やOBの発言が Web の掲示板等から伝
わって来ました。「問題が簡単だ」と言う内容が多かったと思います。私は水を得た魚のよ
うに、ＭＬで問題が簡単だと騒ぎました。更に追いうちをかけるように「例題が数秒で解け
る」という情報も…。更に更に、訓練すると人間の直観でかなり難しい問題も解けると言う
ことも脳裏をかすめ、このような状況からより難しい問題を作成することになりました。ピ
ース数を多くしたのです。実際に問題の作成を始めて見ると同じ長さの辺や、共通の公約数
を持つ長さの辺を多く作れば難しくなること、頂点の角度も90度や45度等の数種類しか使わ
ないと頂点の組合せが分からなくなって難しくなることが分かって来ました。
このようにして無茶難しい問題が夏休みのうちに出来上がりました。問題を作成した後、呉
でピースの作成をして頂きました。そのためもはや問題を新たに追加したり修正することは
できなくなりました。大会までの１ヵ月半、これでも勘で解かれないかとか、審判のところ
まで解答を持って出頭する時の足の速さで勝負が付かないかとか、ビクビクしたのですが、
結果は「時間無制限…」でした。企画担当全員（特に重村）がクビを言い渡されるかと思っ
たら全員留年となって今年も関わることになりました。
第10回のことしか書きませんでしたが、第９回も似たような状況だったような気がします。
（第８回以前は桑原スタイルの競技でしたね。）パズルタイプは今年で３年連続になりま
す。今年はルールが複雑にならなくて良かったと思っています。終って見ないと分からない
ですが、柴田スタイルが完成の域に達して来たのではないでしょうか？ 楽観的すぎると言う
意見が佐藤（秀）先生から聞こえそうですね。

佐藤（秀）：

ほぼ大丈夫でしょう…などど気楽に構えていると第10回のように足をすくわれるかな。
第10回のピースは第９回の反動？ で審判の仕事を楽にし、時間的にも余裕のある計画で本番
を迎えました。参加学生諸君がなかなか正解を出してくれなかったのは誤算でしたね。１回
戦の問題はできたけど準決勝の問題は結局どのチームも解けなかった。重村先生は偉くって
とても真似できないのですが、参加者の立場になって毎回自分でもプログラミングしている
んですよね。第10回もいろいろ試されて、これくらいならできるだろうという線で問題を決
めたらああいう結果になったし、あまり易しくしたらコンピュータがなくてもできちゃいま
すし、難易度のさじ加減は難しいですね。まるで定期試験問題を作る場合と一緒かななん
て。 
今回11回は、第10回と違って解け
なくても勝ち上がれるゲームなの
でそういう心配はないでしょう
が、参加者が熱くなって迷路を壊
してしまわないか、というのがち
ょっと心配です。
おまけとしてくっ付いているだけ
で、委員として大した仕事をして
いない私があれこれ言うのはおこ
がましいのですが、私としては印
象に残っていることが多いのはど
ちらかというと第９回の八面体こ
ろがしの方でしょうか。原案を具
体化するのに、「とにかく参加者
に楽しんでもらおう」と思って取
り組んだ覚えがあります。ゲーム
自体はなかなか面白いものに仕上がりましたが審判の負担が大きかったですね。加えて、ど



のチームにも少なくとも２試合は楽しんでもらおうと敗者復活戦まで企画し、裏会場（敗者
復活）の審判に当たった木戸先生や現地の明石高専の先生方には多大な負担をかけてしまい
ました。表会場の審判を担当した我々も気を抜く間もなく大変な思いをしました。カウント
が怪しくなって補助の明石の学生さんに何度も助けられました。
この八面体転がしは「見てもわからん」かったかもしれませんが、参加学生諸君には概して
好評だったのではないでしょうか。大会後もWeb上の掲示板で、自分達の使ったアルゴリズ
ムのことなど参加者間でいろいろな意見交換があったようです。そういえば重村先生、誉め
られてましたね、先生が用意した問題が良く考えられていると。運営は大変でしたが喜ばし
いこともいろいろありました。
競技を企画する上では「参加者が楽しめる」「ルールに穴がない」ことが必須条件で、「審
判の仕事が楽」「無理のない運営ができる」ことも外したくない条件、ここまで考えるだけ
でもかなり大変なのですが、さらに戦略上、「観客が見てわかる」「テレビ映りをよく」等
といった厳しい条件まで要求されると本当に難しくなりますね。でもお金集めに苦労されて
いる委員の先生方のことを考えますと頑張らないといけないですね。
競技が「柴田、重村、（おまけの佐藤）」の体制になってから今回は3回目です。「参加者が
楽しめる」ようかなり無理をした第９回、わかりやすいゲームで運営も楽にしたつもりが思
わぬ落とし穴があった第10回で、今回の迷路は？どの条件もほどよく満足していて開催校の
担当の先生も頑張ってくれてますしきっとうまくいきます…（たぶん）。

司会：
いやーー、当事者はあらゆる場合を想定して準備しなければならないので本当に大変な作業
ですよね。ＭＬを周りから見ているだけでも…しかし柴田先生の話にもあったように私が競
技審判を手伝ったときも私自身がルールを理解するのに一苦労（パズルに弱い、お金に強
い…、余計なことは言わない）、特に競技者からのルールに関する強硬なオブジェクショ
ン、これを整理しつつ時間に限りがあるわけですから進行するときが一番大変な気がしま
す。委員が想定しないような解がでたり、ダントツで強いチームがあったり。
ところでアイデア段階ではアルゴリズミック派とヒューマンインターフェース派との間での
先の哲学論争があったのですが…、この辺は柴田先生一言ありませんか！

柴田：
それはですね、我々は大会運営のプロではありませんので、確かに突発的な問題に対処しな
がら進行するのは大変ですね。いろいろな問題は想定しているのですが、完全に対処するの
は難しいです。
アルゴリズミック派とヒューマンインターフェース派では、競技内容について確かに毎回意
見が別れるところですね。桑原先生のコメントにあるように、競技部門創設の発端は、見て
楽しいものにする、あるいは、プロコンという有意義な大会により多くの方に参加して欲し
いという点にあったと思います。ただ楽しい大会にするのであれば、コンピュータを使って
ゲームを楽しんでいただければいいのですから、ヒューマンインターフェースが主のゲーム
内容でもいいのでしょうね。
冷静で非情なアルゴリズミック派の私は、やはりプログラミングコンテストの一部門として
は計算アルゴリズムを問うゲーム内容が適当ではないかと考えています。アルゴリズムが主
体でさらに見ていて楽しいゲームがあれば最良と思いますが、なかなか条件を満たす案は出
ないのが実情ですね。競技部門の方向性をどうするかはこれからも課題になるでしょうね。
創設の経緯はあるのでしょうが、競技部門の参加者を見ていると、自己の計算アルゴリズム
の工夫で勝負したいと考えているチームが多いように思うのは私だけの印象でしょうか。

桑原：

いや、柴田先生のおっしゃることはまちがっていないと思いますよ。プロコン関係の掲示板
もありますが、そこにはここで言うインターフェース派の競技に疑問を投げかけている意見
も多くあります。その考え方も理解できますし、それを推進しようと言う柴田先生も偉いと
思います。そんな意味で柴田先生を尊敬もしてます。
ただ、喧嘩を売るわけではありませんが、アルゴリズムを競うコンテストは他にもありま
す。アルゴリズムだけではなく、マンマシンインターフェースなど様々なファクターの考慮
が必要な競技も大変おもしろいと思いませんか？ 実際、スキルフルなアルゴリズムで競技に
臨み、優勝確実と乗り込んだチームがありました。でも、入力ミスを訂正する機能がシステ
ムになくて立ち往生してボツ…。



実際のシステム設計では、中心になるアルゴリズムより、失敗を回避したりそれを修正した
りする部分に大きな時間をとられますよね。実際の競技ではそんな部分の完成度も求められ
る訳で、その意味でも教育的だと思います。この辺が、単にゲームを楽しむだけとは違うと
思いませんか？ あれ、論点が少しずれてきたかな？
もう一点、アルゴリズムコンテストの場合、実際に会場に集まらなくてもネットワーク上で
もできますね。プロコンもお金の工面ができなくなったらその方向に進まねばならないと思
いますが、みんなで集まれるうちは、今のような見て楽しい、やって楽しい競技も捨てがた
いと思いますが…。

司会：

ここでも名物哲学論争が始まりそうですが、この続きに興味のある方はプロコンに入りませ
んか。とお誘いして…
さて最も新しく参加された、都立航空の吉村（晉）先生はこのチームに入られてどんなお感
じをもたれましたか。



吉村（晉）：

思いがけないことから、プロコンにかかわることになりました。そのきっかけは、関東甲信
越の専情委の関東地区会議に参加したときの話に乗ったことにあります。ただ本来は学生が
プログラムを楽しんで作る動機をどうしようかと考えさせられていたからです。プロコンで
発表する学生の目は、キラッと輝いて見えます。苦労して出来たときの達成感、これが魅力
だといえるでしょう。実行委員になってその楽しみを十分味あわせていただいております。

司会：

おや簡単なコメントですが…本当はお酒が入るとお話がとまらなくなるのですが(^_^)、ここ
ではシラフですからいいことにしましょう。これからも長いおつき合いをお願いして…。
さてこの辺で、プロコンの今後について。現在進行している第11回から少し運営形態が変わ
ります。今まで専情委のイベント組織としてやってきたわけですが、この平成12年６月から
高専連合会直下の組織として、専情委とともにプロコン委員会が並立することになりまし
た。いわば今までボランティアによる好きな人がやっているように言われていたイベントか
ら高専連合会として推進する公認のイベントになったわけです。もちろん財政面の支援も全
体の15%（一高専４万円負担）程度をお願いできるようになったわけですが…この辺の経緯に
ついて宮城の佐藤（次）先生いかがでしょう。

佐藤（次）：

まずその前に一言、話しておきたいことは、プロコンには多くの涙があります。あるときは
出場選手の学生たちが審査委員の質問に戸惑って涙し、あるときは成績発表で思わぬ賞に感
動の涙がありました。また特別審査委員のマルチタレント千葉麗子さんは閉会式のミニ講演
で「自分でもプログラミングをしたかった」と感動の涙の中で話していました。その後の彼
女は夢を実現し、最先端の情報処理関連の社長兼最高経営責任者CEOとして、またマスコミ
などでも果敢に活躍しております。プロコンにはこのような素晴らしい副産物があることも
注目に値する事実です。
また現実行委員としての私は、協賛企業に協賛金をお願いする役の財務と本選のデモンスト
レーション関連などを担当しています。残念なのは最近の本選では忙しさのあまり競技部門
の様子を覗くことが不可能で、各高専の先生や学生とゆっくりと話ができないことです。
さて、このプロコンを進行するにあたって平成９年度から３年間、国専協と連合会の会長で
あった宮城高専の斉藤校長の存在は極めて大きかったと思っております。斉藤校長の会長就
任当初に、たまたま校長室を訪ねたときのことが今では懐かしく思い出されます。その時は
専情委とプロコンについて事務部と詳細な打ち合わせ中であり、絶好のタイミングと思われ
たようです。そこではプロコンなどの経緯・組織・予算・実行委員会などのさまざまな質問
に対して長持間にわたって丁寧に応答し、加えてプロコンに対する理解と強力な支援をお願
いしたものでした。
その後も室賀先生や堀内先生からの関係規則や議事録をベースにして、プロコンの高専教育
における存在意義や重要性を強調し続けたように記憶しています。一方で、校長自身にも複
数の高専からは様々な情報や意見が集約されており、さまざまな対応をされていたようで
す。今にして思い返せば、この時期はプロコン開催が全国に周知されながら不参加校もあ
り、加えて所謂風説による局所的な逆風があったように思えて残念な思いをしていた一人で
した。しかしながら斉藤校長が初めて本選に参加され、本選での学生の独創的でアイデアに
富む作品を目前にしたときの感動は予想を遥かに超越するものであり、プロコンが高専教育
を進化高揚する機会としての重要性を高く評価されておりました。また企画運営している関
係教職員の日夜を惜しまないボランテア活動と、その強力な支援をしている協賛企業に深く
感謝しておられました。加えて本選前日の実行委員会に飛び入り出席され、そこで熱い思い
を語られていました。その新しい風を直に拝聴したときの実行委員の感動も非常に大きかっ
たと思います。
斉藤校長は宮城高専に着任された平成７年の秋には、プロコンとロボコンを意識した学内組
織の新設を示され、以来学生が積極果敢に活動できる環境が整備されております。一方で平
成12年からはプロコン委と専情委を連合会直下の組織として整備され活動が開始されており



ます。この組織化は斉藤校長の発案以来１年以上経過しておりましたが、組織が認知された
意義は大きいと思います。加えてプロコン開催校の仕事量の多さと協賛金集めにも心を痛め
ておられたようです。この対応案として浮上したのがポスターやパンフレット作成経費負担
を念頭にした負担金制度の導入です。これは全国高専が一律に一定の費用負担するものであ
り、開催校としては本選参加業務に専念できる環境を構築されたといえるでしょう。
最後に個人的にも、会長としてプロコンの充実に絶大な指導力を発揮された斉藤校長の願望
であった「全高専からの応募の実現と、全校長が本選会場に参集すること」への実現に役立
てればと思っているこのごろです。
プロコンが新しい世紀に向かって大きく飛翔し、かつ学生の持つ大きな可能性を引き出し、
独創的なアイデアを実現する喜びを共有し、夢のあるソフトウェア開発を支援できるのであ
れば実行委員の一人として嬉しい限りです。
司会：
なるほど、最初にも言いましたけれど10年もやって来てもまだ十分に認知されない、ときに
は誤解も受けることもある、それでもやり続けようとうい情熱はどこからくるのかその一端
が見えた気がします。
実際開催校の校長先生には実行委員長になって頂き、しかも暴れ馬のような私たち実行委員
の手綱をとるわけで斉藤校長と同様に私の知っている第９回の明石の近藤校長、第10回の呉
の長町校長、そして現在進行中ですが第11回の鈴鹿の勝山校長、みなさんご苦労なさってい
るわけですね。
ところで大阪府立の高橋先生はプロコンの今後について何かコメントはありませんか…先生
の豊富な人脈やご活動を通して高専の技術者像や今後の方向性もふまえてご意見をどうぞ。
高橋：
今後を語る前に、ちょっと思い出を述べさせてください。第１回の京都会館で行われたとき
に地元ということで、北原先生（舞鶴）、成田先生（奈良）、そして大阪府立からは私が学
生を連れてお手伝いをさせていただきました。その時、これは大変な行事だと思い、ずーと
逃げていたのですが（笑）、情報処理教育研究集会が熊本電波高専であった時、熊本空港で
伊原先生（都立）につかまってしまいました。（みんなおんなじ…：司会）その後第７回の
長岡高専から今まで少しだけ（!!）お手伝いさせていただいております。
さて、今後ということですが、課題、自由部門が課題、コンテンツ部門となり、Webなどの
新しい技術が多く取り入れられ改善されてきました。また高専の中には、創造性教育をテー
マに掲げ校内でプログラミングコンテストを行う学校も出てきました。堀内先生、そして桑
原先生のプロコンに対する情熱は徐々に多くの学校の中に根づきつつあります。プロコンが
高専生の論理的思考力や創造力の育成に寄与していることは多くの教員や参加企業の方々が
認めるところです。すべての学校が毎年プロコンに参加されることを期待したいと思ってい
ます。また今年から組織も高専連合会の下で行われるようになりますが、このことはプロコ
ンがすべての高専に認知された証しであり、ますます発展が期待されます。とりわけ、競技
部門は参加校も多くなり、一度に行うのは大変です。できれば地区予選（少なくとも、西日
本、東日本大会）が行われるようになればよいと思います。SCSやインターネットを利用して
実況放送が行われ、そして競技解説者としてプロコンOBの湯田先生（東京）が座っている、
これが数年後、いや２～３年後のプロコンの姿かもしれません。

司会：

ありがとうございました。示唆に富んだお話でした。湯田先生が座っているということは…
OBになっても「無限ループ」ですネ。今後の指針になると思います。さて伊原先生、結
局10年もの間プロコンの財政が協賛企業によって支えられたのは何故なんでしょう。

伊原：

先にお話したとおり、その後５回から９回まで協賛金はほぼ2000～2400万円程度を集めてき
ましたが、これが可能となったのは「清水専務理事（当時）プロコン財務応援団長」という
方との強力な関係が成立していたからです。清水さんのプロコンへの後援を、私は親しみを
込めて密かに「清水さんの道楽」とよんでいます。それくらいに思えるほど、私たちプロコ
ンへの清水さんの肩入れは強力なものでしたし、パソ協の名誉顧問となられた現在も続いて
います。私たちにとっては実に貴重な「道楽」なのです。パソ協はその他、毎年その総会に
プロコン実行委員を招待してくれて、傘下の企業のトップを紹介してくれています。またた
びたびプロコンを紹介する会を開いて会員企業を集めてくれました。
パソ協のプロコン担当菅野さんが、「一体何のために我々を集めたのか」と協会会員企業の



方から詰め寄られたこともあったほどでした。財務に関連しては、「清水プロコン財務応援
団長（勝手につけた名称です：司会）」を初めとしてパソ協の菅野さん、私企業ながらプロ
コン事務局を担当してくれたデザインオートメーションの竹原社長、当時の事務局長で現実
行委員の津曲さん、キープランの今枝社長、同じく当時事務局で現実行委員の久保さんへの
感謝を忘れることはできません。
なぜこんなに肩入れをしてくれるのだろうか？ と感じるほどに、みなさん強力に力を貸して
くれています。先ほど協賛企業を訪問はかなり厳しいこともあったと述べましたが、実はと
ても楽しいこともあります。清水さんが紹介してくれたのはパソ協傘下で、急激に成長して
いる企業でした。そのトップにお会いして協賛の依頼をしながら、関連業界の最新事情を聞
くのはとても楽しいことなのです。そんなことができるのは、プロコンで財務を担当してい
るからこそなのです。
第２回から第10回大会の間に、何人かの方々をプロコン実行委員として紹介してきました。
安東さん、高橋さん、木戸さん、吉村（晉）さんを次々と「とりあえず何もしなくてよいか
ら」と引きずり込んできました。安東さんにはプロコンの賞品の件を全て押しつけてしまい
ましたし、第10回大会からは財務の責任者を本人の承諾も得ないうちに木戸さんに押しつけ
てしまいました。それによってプロコン財務の計画性が高くなり、さらに協賛金が集まらな
い時の対応までも考えるように変化しました。もし私の「プロコンへの足跡」と言えるもの
があるとすれば、それは「清水プロコン応援団長」ラインの一端を担えたことと、プロコン
へ有能な人を実行委員に引きずり込んだことと思っています。
実行委員として印象に残ることも数多くありました。仲間内にしかわからないことですが、
函館事件（関係者は創作で事件とは言っていないけれど：司会）、競技での迷路脱出不能事
件やすでに話された時間無制限事件…等々、実行委員として忘れられない楽しいことが山ほ
どあるのがプロコンなのです。

司会：

伊原先生、ありがとうございました。このプロコンの10年を支えてこられたたくさんの恩人
がいることを私たちは忘れないようにしましょう。私も私見として、運営経費のすべてが高
専で負担されて自分達だけで開催されるようになったとすると運営は確かに楽ですし、そこ
での成果を誇ったとしても何か自己満足の世界に浸るだけという気がします。お題目ではな
い産学協同としてこのプロコンの意味がある気がします。
ここで企業側からプロコンを支えてくださったお二人に登場していただきましょう。最初に
実行委員会事務局として裏方のお仕事を第2回から第９回まで担当された津曲さんどうぞ。



津曲：

私の会社が事務局を引き受け、私自身がその担当になったのは第2回からです。10年たった
今、顧みれば私のしていたことは何とお粗末であったかと恥ずかしい限りです。最近の大会
における開催校の準備に比べれば「天と地」ほどの開きがあります。会社の仕事の合間に女
子社員と二人で胸に着けるバラの色が審査委員はピンク、大会役員は白になどと悩んだり、
リボンに書く名前の墨が滲んだりして困ったことなど思い出します。大分では役員、委員、
企業来賓など参加者の飛行機手配など度重なる変更についにはメチャメチャになって皆さん
に迷惑をかけたことも忘れません。ときには送った案内状の表現が不適当だと相手先の校長
から怒られたりしたこともありました。先に伊原先生の話にあったように運転資金がショー
トしてお金を要求したことも…。どうしても協賛企業からの入金時期と大会経費の支出時期
が合わないためとうとう社の経理課に一時立替の借金をしたこともあったくらいです。
で、何でそんなに苦労をしてまで事務局を８年間も引き受けたのかって…。それは「プロコ
ンが好きなんです、実行委員の皆さんが好きなんです」の一言です。このすばらしい頭脳集
団、頭だけでなく口も手も足も…、すべての面で魅力的な人たちの姿を見ているだけで楽し
いのです。その上、全国各地を訪れる機会を得て多くの人々、風物に接することができてこ
れが私の人生の宝になっています。ついでにもう一つご利益が…、地酒の美味に酔いしれ
て、お酒に弱い人は強く、強い人はもっと強く、ねえ伊原先生、桑原先生、安東先生。

司会：

なるほど、なるほど、これこそプロコン委員の魅力ですか…（納得）。さて久保さん、協賛
企業にとっても一度協賛するとずーっとお付き合いする「無限ループ」（だれかが「アリ地
獄」だと言ったとか言わないとか：司会）ですよね。是非企業と高専との橋渡しの立場から
企業が高専に期待していることなどお話下さい。

久保：

ようやく出番ですか…。高専から人材が供給されてすでに38年ですが、高専創設時の卒業生
は今、産業の技術系部門や教育界でもトップにたっている方も多数います。現に今回の審査
委員のなかにも某高専の一期生で佐藤（次）先生の教え子がいますからネ。間違いなく高専
は日本の産業の中核的人材を提供している事実は誰も否定できないですよね。
私にとっての最初の高専とのかかわりは、35年くらい前のことですが、創設間も無い高専に
特に理数科の出来る成績トップクラスの私の同級生が進学したことに始まります。その同級
生は野球チームの４番打者で投手でした。その後、パソ協の清水顧問との関係で第３回より
このプロコンと関り高専がより身近になり、今では高専の為に何か微力でもかかわりを持て
る事を誇りに思っています。
ＩＴ業界に身を置いておりますが、学科を問わず多くの高専生がこの業界に入ってこられる
ことを願っています。今不足を問われている、学習意欲、ものづくりの実践…等、特にこの
業界に必要な人材は高専でその多くが教育され、世に送り出されていると確信しています。
その確信は、プロコンとの関りで益々深まりました。
実行委員の先生方の熱意と情熱が有る限り、必ずこの困難な時代を切り開く、ＩＴをエンジ
ンとした新しい生産・製造システム、ものづくり立国を支える人材を世に送り出しつづける
と思います。その意味でこそ、応援したいと思うのです。
最初戸惑いを覚えた、実行委員会のヤラセの無い白熱した長時間の議事も、今は先生方の教
育に対する熱意の表れと理解できる今日この頃です。ただ、最近、高専生は少しおとなしく
なり過ぎてはいませんか？、私達企業の人間は大きな期待と評価をしています。自信溢れる
元気な高専生が好きです。
司会：ありがとうございました。高専卒業生に対する熱い期待をひしひしと感じます。では
紙数も残り少なくなりましたので、最後に現在第11回大会の準備を進めている桑原先生に第
１回から第10回までの経験を踏まえて総括して頂きたいと思います。プロコンを支えている
のは決して実行委員だけではなく運良く（悪く？）開催校になった高専の関係教官、事務官
の皆さんなしには語れないわけです。その辺りをお話して頂きましょう。



桑原：

過去10回のプロコンに携わって、今思うことは、「おもしろかったなー」の一言につきるか
もしれません。大義名分を述べることもできますが、いろんな仕事を抱えて、その上でプロ
コンの準備をしていくことは自分で言うのも何ですが随分負担の多いことでもあり、また周
りの多くの方にもそのしわ寄せが行って申し訳ないことであったと思います。それでもおも
しろいと感じたからこそずーっとやってきたのだと思います。これはほとんどの実行委員が
そうでしょう。周りからは、仲良しクラブがやっているお遊びだと言われたこともありまし
た。たしかにプロコン実行委員の仲間は皆さん個性が強く、実行力、決断力、独創性どれを
とっても魅力にあふれる方々が多くその仲間から離れてしまうことに大きな抵抗を感じ、そ
の事もプロコン自身を10年にわたって開催できた要因の一つであろうと思います。私個人に
とってはこの実行委員の仲間と一緒に仕事ができたことに大変な感謝をしております。
振り返ってみれば、それぞれの大会で大変な努力をされた方々の様子が目に浮かびます。第
１回を立ち上げるのにご尽力いただいた神津陽一氏、第２回大分の兼田先生、第３回の仙台
の佐藤先生、第４回豊田の荻野先生、富山商船で開催された第５回の大会では山川進三とい
う先生がおられ、すごい馬力で富山大会を指揮して頂きました。先生とは同郷であるため特
別な思いがありますが、残念ながら病に倒れられ帰らぬ人になってしまわれました。第６回
函館では国分先生、第７回北九州では猪俣先生、皆さんすばらしい方々でした。言うまでも
無いことですが国専協の事務局にも大変なお世話になり、第１、２回の朝日事務局長、第３
回からの大内事務局長、阿部部長には大変なご尽力をいただきました。当然、現在の栗村局
長、大津部長、池田課長には組織変更に伴いこれからもお世話になるわけで、この場を借り
てお礼を申し上げたいと存じます。ありがとうございました。

司会：

本日は皆さん、お集まり頂いて貴重なお話をありがとうございました。…というのはふつう
の座談会ですが、このプロコン実行委員の「ｅ座談会」はＭＬですから７月から９月までの
ロングランで皆さんに参加して（あるいは半脅迫的に参加させられて）頂きありがとうござ
いました。この10年間を支えられた実行委員の中で既に退任された多くの方々からもお話を
伺うべきところでしたがＭＬによる「ｅ座談会」ということで現役の委員に限らせていただ
きました。
この座談会の記事を通して、このチームのメンバーが何を目指して、何に思い入れて、何を
してきたのか、また、これから何をしようとしているのか、その一端がこの記念誌を手にと
った方々に伝われば私たちの望外の喜びとするところです。ありがとうございました。
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